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2013年3月期
第２四半期決算説明会

2012年11月21日 このプレゼンテーション資料には、2012年11月21日現在の将来に関す

る予想が含まれております。この予想は当社経営者の判断に基づくも
のであり、事業環境の変動等のリスクや不確定要因を含んでおります。
そのため、実際の業績は、これら見通しと大きく異なる結果となる場合
があることをご了承願います。
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決算の概要



単位：百万円

期初予想 (5/15開示) 13年3月期第2四半期累計 対期初予想比

売上高 9,847 100.0 ▲52 ▲0.5 9,900 100.0 

経常利益 2,208 22.4 128 6.2 2,080 21.0 

四半期純利益 1,202 12.2 22 1.9 1,180 11.9 

金 額 百分比 (%) 百分比 (%) 増減額 増減比 (%) 金 額

営業利益 2,216 22.5 216 10.8 2,000 20.2 

第2四半期累計期間 連結業績（対期初予想比）第2四半期累計期間 連結業績（対期初予想比）
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単位：百万円

対前年同期比

増減額 増減比 (%) 

売上高 ▲1,257 ▲11.3 

経常利益 ▲716 ▲24.5

四半期純利益 ▲292 ▲19.6

設備投資額 ▲316 ▲44.6 

減価償却費 51 11.2 

研究開発費 ▲78 ▲12.5 
※設備投資額は、有形及び無形固定資産取得額

売上総利益 ▲595 ▲12.5

営業利益 ▲554 ▲20.0

EPS （円） ▲9.59 ▲19.6

12年3月期第2四半期累計

金 額 百分比 (%) 

13年3月期第2四半期累計

金 額 百分比 (%) 

393 
506 
547 

39.39 

9,847 100.0  

2,208 22.4  

1,202 12.2  

2,216 22.5  

4,188 42.5  

第2四半期累計期間 連結業績（対前年同期比）第2四半期累計期間 連結業績（対前年同期比）

710 
455 
625 

48.98 

2,925 26.3  

1,495 13.5  

2,771 25.0  

4,783 43.1  

11,104 100.0  
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※1 平均為替レート 2011年1月～6月：1US＄ ＝ 82.04円 2012年1月～6月：1US＄ ＝ 79.74円

※2 平均為替レート 2011年1月～6月：1€ ＝ 114.98円 2012年1月～6月：1€ ＝ 103.45円

※3 米国子会社（連結）の四半期純利益は、少数株主利益控除後の数字です。

※4 海外子会社及び海外関連会社の決算日は12月31日です。

単位：百万円

売 上 高 四半期純利益
出資比率

㈱ ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・
ｼｽﾃﾑｽﾞ

－ 8,680 ▲13.7 1,161 ▲16.9

㈱ ﾊｰﾓﾆｯｸ・ｴｲﾃﾞｨ 100%  870 ▲21.6 38 ▲35.3 

ドイツ関連会社

ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ｱｰｹﾞｰ
35%  3,140 ▲17.1 350 ▲54.6 

米国子会社（連結）
エイチ・ディ・システムズ

（ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ ｴﾙｴﾙｼｰ）

100%  
（51%）

1,494 ▲9.0 63 20.9 

増減比 (%) 増減比 (%) 金 額 金 額

※3

増減比(%)は対前年同期増減率を表しております。

※1
※4

※2
※4

第2四半期累計期間 主要グループの業績第2四半期累計期間 主要グループの業績
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単位：百万円

対前年同期比

増減額 増減比 (%) 

売上高

経常利益

四半期純利益

設備投資額 ▲114 ▲28.6

減価償却費 5 1.7

研究開発費 1 0.2

売上総利益

営業利益

EPS （円） ▲7.72 ▲16.9

※設備投資額は、有形及び無形固定資産取得額

13年3月期第2四半期累計

金 額 百分比 (%) 

286 
322 
592

38.06 

▲1,375 ▲13.7

▲470 ▲19.1

▲235 ▲16.9

▲450 ▲19.9

8,680 100.0 

1,991 22.9 

1,161 13.4 

1,816 20.9 

▲433 ▲11.03,519 40.6 

第2四半期累計期間 単体業績第2四半期累計期間 単体業績

12年3月期第2四半期累計

金 額 百分比 (%) 

401 
316 
591

45.78 

10,055 100.0 

2,461 24.5 

1,397 13.9 

2,266 22.5 

3,953 39.3 

6



890 1,331 1,347 1,248 1,052
754

1,038 974 856
1,792

2,863 3,350 3,813

2,780 3,387
610

842 701 724

483

499
649 242

3541,614

1,885
1,744 1,928

1,615
1,680

336 962374
430403903

286

599
589

48

475

1,052

0

2000

4000

6000

8000

10000

10年3月期上期 10年3月期下期 11年3月期上期 11年3月期下期 12年3月期上期 12年3月期下期 13年3月期上期

半導体製造装置 FPD製造装置 産業用ロボット モータメーカ向ギアヘッド

金属工作機械 印刷紙工機械 光学機器 荷役運搬機械
計測試験機器 石油掘削装置 その他

6,938

単位：百万円

半導体製造装置

FPD製造装置

産業用ロボット

ギアヘッド

その他

8,014
8,680

3,548

9,535
10,0559,921

石油掘削装置

用途別売上高（単体）用途別売上高（単体）
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第2四半期累計期間単体営業利益
前第2四半期累計期間比の増減要因

第2四半期累計期間単体営業利益
前第2四半期累計期間比の増減要因

単位：百万円

減収の影響

▲737

2012年3月期
第2四半期累計期間

製造固定費
その他費用

の減少

＋143

2013年3月期
第2四半期累計期間

販管費の
増加

▲16

限界利益率
等の影響

＋160

2,266
1,816
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11,025 12,045 10,011

156

5,084 5,465
5,382

1,304
1,273

6,854 5,864
5,904

5,678
10,125 11,686

151 172

468
565

5331,549

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

11年9月末 12年3月末 12年9月末

投資その他の資産

無形固定資産

有形固定資産

その他流動資産
棚卸資産

売上債権

現預金・有価証券

単位：百万円

34,883 35,543
30,877  

連結資産の状況連結資産の状況
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21,245 21,462 22,359

1,257956 813
1,4802,035

6,672

1,936
1,828

1,477 1,585

661892
9211,698 1,923

5,795
2,078

2,200

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

11年9月末 12年3月末 12年9月末

株主資本

その他固定負債

その他流動負債

長短期借入金

仕入債務

単位：百万円

34,88335,543

30,877

その他の包括利益累計額
少数株主持分

連結負債・純資産の状況連結負債・純資産の状況
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単位:百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増（▲減）額現金及び現金同等物の増（▲減）額

現金及び現金同等物の四半期末残高現金及び現金同等物の四半期末残高

換算差額換算差額

2,493  2,493  

2,885  2,885  

▲1,224 ▲1,224 

4,173  4,173  

8,353  8,353  

13年3月期
第2四半期累計

18  18  

連結キャッシュ・フローの状況連結キャッシュ・フローの状況

310  310  

130  130  

▲772  ▲772  

▲337  ▲337  

4,013  4,013  

▲6  ▲6  

12年3月期
第2四半期累計
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今期業績の予想



単位：百万円

期初予想 (5/15開示) 修正予想 (11/13開示) 対期初予想比

売上高 18,500 100.0 ▲1,900 ▲9.3 20,400 100.0 

経常利益 3,530 19.1 ▲970 ▲21.6 4,500 22.1 

当期純利益 1,980 10.7 ▲620 ▲23.8 2,600 12.7 

金 額 百分比 (%) 百分比 (%) 増減額 増減比 (%) 金 額

営業利益 3,520 19.0 ▲880 ▲20.0 4,400 21.6 

【対期初予想比】

通期 連結業績予想の修正通期 連結業績予想の修正
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単位：百万円

12年3月期実績 13年3月期予想 対 前 期 比

金 額 百分比 (%) 金 額 百分比 (%) 増減額 増減比 (%) 

設備投資額 1,000 ▲762 ▲43.31,762 
減価償却費 1,070 58 5.81,011 
研究開発費 1,150 ▲ 90 ▲ 7.31,240 
※設備投資額は、有形及び無形固定資産取得額
※13年3月期予想の前提為替レート： 1US$ = ¥79.00 1€ = ¥102.00

売上高 20,159 100.0 18,500 100.0 ▲1,659 ▲8.2

経常利益 4,398 21.8 3,530 19.1 ▲868 ▲19.7

当期純利益 2,139 10.6 1,980 10.7 ▲159 ▲7.5

営業利益 4,333 21.5 3,520 19.0 ▲813 ▲18.8

EPS （円） 70.08 64.85 ▲5.23 ▲7.5

2013年3月期 連結業績予想2013年3月期 連結業績予想
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※1 平均為替レート 2011年1月～12月（前期）：1US＄ ＝79.84円 2012年1月～12月（今期）予想：1US＄ ＝ 79.00円

※2 平均為替レート 2011年1月～12月（前期）：1€ ＝111.12円 2012年1月～12月（今期）予想：1€ ＝ 102.00円

※3 米国子会社（連結）の当期純利益は、少数株主利益控除後の数字です。

※4 海外子会社及び海外関連会社の決算日は12月31日です。

単位：百万円

売 上 高 当期純利益
出資比率

㈱ ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・
ｼｽﾃﾑｽﾞ

－ 16,500 ▲8.7 1,950 ▲11.9 

㈱ ﾊｰﾓﾆｯｸ・ｴｲﾃﾞｨ 100% 1,700 ▲16.2 50 ▲26.6

ドイツ関連会社

ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ｱｰｹﾞｰ
35% 6,200 ▲19.9 720 ▲15.6 

2,730 ▲9.8 100 ▲34.4 

増減比 (%) 増減比 (%) 金 額 金 額

※1
※4

※2
※4

米国子会社（連結）
エイチ・ディ・システムズ

（ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ ｴﾙｴﾙｼｰ）

100% 
（51%）

※3

増減比(%)は対前年同期増減率を表しております。

2013年3月期 主要グループ会社の業績予想2013年3月期 主要グループ会社の業績予想
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単位：百万円

12年3月期実績 13年3月期予想 対 前 期 比

金 額 百分比 (%) 金 額 百分比 (%) 増減額 増減比 (%) 

売上高 18,069 100.0 

経常利益 3,979 22.0 

当期純利益 2,213 12.2 

設備投資額 800 ▲339 ▲29.81,139
減価償却費 700 ▲ 13 ▲ 2.0713
研究開発費 1,220 0 0.11,219

営業利益 3,576 19.8 

EPS （円） 72.49

16,500 100.0 ▲1,569 ▲8.7 

3,230 19.6 ▲749 ▲18.8 

1,950 11.8 ▲263 ▲11.9 

3,050 18.5 ▲526 ▲14.7 

63.87 ▲8.62 ▲11.9 

2013年3月期 単体業績予想2013年3月期 単体業績予想

※設備投資額は、有形及び無形固定資産取得額
※13年3月期予想の前提為替レート： 1US$ = ¥79.00 1€ = ¥102.00 16



8,717

3,548

9,535 10,055 8,680

5,559

6,938

9,921 8,014
7,819

0
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09年3月期 10年3月期 11年3月期 12年3月期 13年3月期予想

上期 下期

単位：百万円

16,500 
14,277 

10,486 

19,456 
18,069

4年間の平均額
15,572百万円

売上高の推移（単体）売上高の推移（単体）

下期

上期
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6,642 6,946 7,107 6,128 5,435

1,285 1,304 1,209

1,036
1,006

990

1,606 1,670 1,738

1,595
1,545

5,382

1,394

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

11年3月期上期 11年3月期下期 12年3月期上期 12年3月期下期 13年3月期上期 13年3月期下期

ハーモニックドライブ® 遊星減速機 メカトロニクス製品

単位：百万円

9,535 9,921
8,680

8,014

10,055

7,819

製品群別売上高（単体）製品群別売上高（単体）
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634 450

2,083

1,634
1,139

1,547 1,854
1,370

409

316

277

839

700

893
878

821

352527 577 492 184
470

252 162 200 243

225

335
326

203

40

233
355

180

913

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

12年3月期 1Q 12年3月期 2Q 12年3月期 3Q 12年3月期 4Q 13年3月期 1Q 13年3月期 2Q

半導体製造装置 FPD製造装置 産業用ロボット
モータメーカ向ギアヘッド 金属工作機械 印刷紙工機械

光学機器 荷役運搬機械 計測試験機器
石油掘削装置 その他

118

4,371

単位：百万円

半導体製造装置

FPD製造装置

産業用ロボット

ギアヘッド

その他

3,452

4,732
5,255

3,707
4,252

石油掘削装置

用途別受注高（単体）【四半期】用途別受注高（単体）【四半期】
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1,331 1,347 1,248 1,052 800
450

2,863 3,350 3,813

2,780 3,387 3,000

842 701 724

589
599

470

1,885
1,744 1,928

1,615
1,680

1,550
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430403

8569741,038
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475354

242649
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11年3月期上期 11年3月期下期 12年3月期上期 12年3月期下期 13年3月期上期 13年3月期下期

半導体製造装置 FPD製造装置 産業用ロボット
モータメーカ向ギアヘッド 金属工作機械 印刷紙工機械

光学機器 荷役運搬機械 計測試験機器
石油掘削装置 その他

8,014

単位：百万円

半導体製造装置

FPD製造装置

産業用ロボット

ギアヘッド

その他

8,680
9,535

10,0559,921

予想

予想

石油掘削機

7,819

用途別売上高（単体）【下期予想の前提】用途別売上高（単体）【下期予想の前提】
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単位：百万円

減収の影響

▲848

限界利益率等
の変化

＋210

12年3月期

製造固定費
その他費用

の減少

＋190 3,050

3,576

13年3月期予想

販管費の
増加

▲ 78

2013年3月期予想
単体営業利益 前期比増減要因

2013年3月期予想
単体営業利益 前期比増減要因
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営業利益の推移（単体）営業利益の推移（単体）
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今後の展望



■新興国需要の息切れ、欧州問題の長期化
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売上高（単体）の推移
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半導体製造装置

成長の牽引役

（年度）

フラットパネルﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

用途模索

短期的な需要サイクルの谷間短期的な需要サイクルの谷間
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１. エレクトロニクス企業の競争激化と盛衰

外部環境の中期展望外部環境の中期展望

２. 国内製造業基盤の脆弱化

３. 日本の国民性とモノづくり

■世界市場がターゲット
■模倣困難な技術と技能の蓄積
■短期的な需要変動に耐えうる強固な財務体質
故に、
当社事業の中期的な成長において、大きな障害となるものではない。

当社の経営基盤
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中期的な成長の鍵

１．品質と安全を最優先した経営

２．コア技術の強化

３．製品バリエーションの拡充

４．アジア地域への拡販強化

中期経営計画達成の牽引役中期経営計画達成の牽引役
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【中国】

販売子会社を中心とした
拡販（代理店も活用）

•新製品拡販

•技術サービス

•マーケティング

（重点市場）

•産業用ロボット

•工作機械

•半導体製造装置

【韓国】
技術力を持つ代理店を活用し
た拡販

• 新製品拡販

• カスタマイズ製品の受注

（重点市場）

•工作機

•半導体製造装置

• FPD製造装置

【台湾】
機械部品商社を活用した拡販

• 新製品拡販

（重点市場）

•工作機

• FPD製造装置

【シンガポール】
機械部品商社を活用した拡販

• 新製品拡販

（重点市場）

•工作機

• FPD製造装置

アジア地域への拡販強化アジア地域への拡販強化
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【減速機の基本性能向上】

より大きな出力を

より小さな容積で

より小さな重量で より精度良く

【お客様の使い勝手向上】

周辺部品開発 すりあわせ技術

軸ごとに異なるニーズに対応できる製品バリエーション

軽量 高速

偏平形状

中空形状

低振動 位置決め精度

高容量軸受 低騒音

製品バリエーションの強化製品バリエーションの強化
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【軽量ハーモニックドライブ®】

トルク容量を維持しながら、減速機の
20～30%軽量化に成功 （当社従来製品比）

【軽量ハーモニックドライブ®】

トルク容量を維持しながら、減速機の
20～30%軽量化に成功 （当社従来製品比）

■対象市場
産業用ロボット
サービスロボット
半導体製造装置
新用途・新市場

■メリット
ロボットの軽量化（コンパクト化）による
可搬重量アップ
軽量によるロボットのタクトタイムの短縮
軽量による省エネ

【新製品】 軽量ハーモニックドライブ®【新製品】 軽量ハーモニックドライブ®
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【ハーモニックプラネタリ® HPGPシリーズ】【ハーモニックプラネタリ® HPGPシリーズ】

重量・外形寸法を維持ながら、
約33%トルクアップに成功
（当社従来製品比）

■対象市場
産業用ロボット（手首軸・走行軸）
半導体製造装置
工作機械

■メリット
装置のコンパクト化
タクトタイムの短縮
寿命時間の向上
軽量による省エネ

【新製品】 高トルク遊星減速機【新製品】 高トルク遊星減速機
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基軸側の減速機のモータのダウンサイジングや

ロボットの高速化・可搬重量の増加が可能！

基軸側の減速機のモータのダウンサイジングや

ロボットの高速化・可搬重量の増加が可能！

①先端軸を軽く!

②先端が軽いので、
基軸の高速化が可能！

各軸の減速機を
軽量にすると、

＞＜

＞＜

^ ^

^ ^

減速機の軽量化がもたらす利点減速機の軽量化がもたらす利点
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■当社の減速装置の歩み

基礎理論研究基礎理論研究

耐久試験耐久試験

材料開発材料開発 生産技術開発生産技術開発

地道な研究開発と技能の蓄積

技術・技能のスパイラルアップ技術・技能のスパイラルアップ
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精密制御分野における
「トータル・モーション・コントロール」という価値の提供

当社の事業領域

トータル・モーション・コントロールトータル・モーション・コントロール

技術
技能
技術
技能
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34

本資料に記載されている業績目標等の数値は、いずれも当社グループが資料作成時点
で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争状況などの不確
実な要因の影響を受けます。
従って、実際の業績は、この資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますこ
とをご承知おきください。


	表紙
	決算の概要
	連結業績（対期初予想比）
	連結業績（対前年同期比）
	主要グループの業績
	第2四半期累計期間　単体業績
	用途別売上高（単体）
	第２四半期累計期間単体営業利益　前同期比増減要因
	連結資産の状況
	連結負債・純資産の状況
	連結キャッシュ・フローの状況

	今期業績予想
	連結業績予想の修正
	連結業績予想
	主要グループ会社の業績予想
	単体業績予想
	売上高の推移（単体）
	製品群別売上高の推移（単体）
	用途別「受注高」（単体）【四半期】
	用途別「売上高」（単体）【下期予想の前提】
	予想　単体営業利益　前期比増減要因
	営業利益の推移（単体）

	今後の展望
	短期的な需要サイクルの谷間
	外部環境の中期展望
	中期経営計画達成の牽引役
	アジア地域への拡販強化
	製品バリエーションの強化
	【新製品】軽量ハーモニックドライブ®
	【新製品】高トルク遊星減速機
	減速機の軽量化がもたらす利点
	技術・技能のスパイラルアップ
	トータル・モーション・コントロール


